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表紙

上記事項については、法令及び当社定款第18条の規定に基づき、書面
交付請求をいただいた株主様について交付する書面には記載しており
ません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわら
ず、株主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載
した書面を一律でお送りいたします。

第10回定時株主総会招集ご通知に際しての

電子提供措置事項

株主資本等変動計算書

個別注記表

株式会社CaSy
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株主資本等変動計算書

株主資本等変動計算書

（2022年12月 1 日から
2023年11月30日まで）

（単位：千円）
株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余
金

資本剰余金
合計

当期首残高 158,225 448,320 － 448,320

当期変動額

減資 △108,225 108,225 108,225

当期純利益

当期変動額合計 △108,225 － 108,225 108,225

当期末残高 50,000 448,320 108,225 556,545

株主資本

純資産合計

利益剰余金

株主資本合計
その他利益

剰余金 利益剰余金
合計繰越利益

剰余金

当期首残高 △387,882 △387,882 218,662 218,662

当期変動額

減資 － －

当期純利益 21,072 21,072 21,072 21,072

当期変動額合計 21,072 21,072 21,072 21,072

当期末残高 △366,810 △366,810 239,734 239,734

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 1 －
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個別注記表

個　別　注　記　表

賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給
見込み額のうち当事業年度に負担すべき額を計上してお
ります。

１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産
　定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附
属設備については定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以下のとお
りであります。

建物附属設備　　　　　６年
工具、器具及び備品　　４年

② 無形固定資産
・自社利用のソフトウエア
　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

(2) 引当金の計上基準

(3) 収益及び費用の計上基準
　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業である家事代行サ－ビス
事業は、顧客の注文に対して、システム上でキャストとの自動マッチングを行い、
キャストが顧客宅を訪問して家事代行サ－ビスを提供するものとなります。当該サ
－ビスについては、家事代行サ－ビスの提供が完了した時点で履行義務が充足され
たと判断し、収益を認識しております。
　なお、取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金
融要素は含まれておりません。

－ 2 －
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個別注記表

建物附属設備 13,186千円
工具、器具及び備品 12,093千円

普通株式 1,892,000株

普通株式 94,800株

２. 会計方針の変更に関する注記
(1) 時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第31号 2021年６
月17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から
適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める経過的な取扱いに従っ
て、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する
こととなりました。なお、この変更による計算書類に与える影響はありません。

３. 会計上の見積りに関する注記
　該当事項はありません。

４. 貸借対照表に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額

　有形固定資産の減価償却累計額は以下の通りです。

５. 株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当事業年度の末日における発行済株式の種類及び総数

(2) 当事業年度の末日における自己株式の種類及び数
　該当事項はありません。

(3) 剰余金の配当に関する事項
　該当事項はありません。

(4) 当事業年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないも
のを除く。）の目的となる株式の種類及び数

－ 3 －
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個別注記表

６. 金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
　当社は、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産で行い、また、資
金調達については銀行借入や増資による方針であります。なお、デリバティブ取
引は行っておりません。

② 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。敷金は主に
本社オフィスの賃貸借契約に伴うものであり、差入先の信用リスクに晒されてお
ります。
　長期借入金は、手元流動性確保のための資金調達であり、金利変動リスクに晒
されております。
　営業債務である買掛金、未払金及び未払費用は、そのほとんどが１～３カ月以
内の支払期日となっております。営業債務は流動性リスクに晒されております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
a. 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　営業債権については、社内規程に従い、主要取引先の定期的なモニタリング
や、取引先ごとに期日及び残高を管理することにより、財務状況等の悪化等に
よる回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

b. 市場リスクの管理
　当社は、借入金に係る支払金利の変動リスクを抑制するために、固定金利で
の借入を行っております。

c. 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリス
ク）の管理

　当社は、各部署からの報告等に基づき、Corporate Design Divisionが適時
に資金繰り計画を作成・更新し、流動性リスクを管理しております。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には
合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要
因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が
変動することもあります。

－ 4 －
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個別注記表

貸借対照表計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

敷金 11,648 11,652 4

資産計 11,648 11,652 4

長期借入金 70,000 68,095 △1,904

負債計 70,000 68,095 △1,904

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 349,465 － － －

売掛金 81,439 － － －

敷金 － 11,648 － －

合　計 430,904 11,648 － －

(2) 金融商品の時価等に関する事項
　2023年11月30日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。なお、「現金及び預金」「売掛金」「買掛金」「未払
金」「未払費用」「預り金」「未払法人税等」については、現金であること、及び
短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから注記は省略してお
ります。

（注１）金融商品の時価の算定方法
資　産

敷金
　敷金の時価については、賃貸契約の終了期間を考慮した敷金の返還予定時期に基づき、返還予定
額を国債の利率で割り引いた現在価値によっております。

負　債
長期借入金

　長期借入金の時価は、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割
り引いた現在価値によって算出しております。

（注２）金銭債権の決算日後の償還予定額

－ 5 －
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個別注記表

１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 － 41,500 6,000 6,000 6,000 10,500

合　計 － 41,500 6,000 6,000 6,000 10,500

（注３）長期借入金の決算日後の返済予定額

(3)　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応
じて、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場
において形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負
債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１の
インプット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定
した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定さ
れた時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それ
らのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最
も低いレベルに時価を分類しております。

①　時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
該当事項はありません。
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個別注記表

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

敷金 － 11,652 － 11,652

資産計 － 11,652 － 11,652

長期借入金 － 68,095 － 68,095

負債計 － 68,095 － 68,095

②　時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（注）　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
敷金

敷金は、賃貸契約の終了期間を考慮した敷金の返還予定時期に基づき、返還予定額を国
債の利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しておりま
す。

長期借入金
長期借入金は、元利金の合計額を、新規に同様の借入又は、リース取引を行った場合に
想定される利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類して
おります。
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繰延税金資産
税務上の繰越欠損金 217,891千円
減価償却超過額 2,324 〃
賞与引当金 1,679 〃
その他 1,820 〃

繰延税金資産小計 223,715千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額（注） △217,891 〃
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △5,824 〃
評価性引当額小計 △223,715千円
繰延税金資産合計 －千円

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超 合計

税務上の
繰越欠損金（※） 11,409 24,445 21,202 49,858 68,944 42,031 217,891千円

評価性引当額 △11,409 △24,445 △21,202 △49,858 △68,944 △42,031 △217,891千円

繰延税金資産 － － － － － － －千円

法定実効税率 33.6％
（調整）
住民税均等割額 2.5％
評価性引当額の増減 △34.1％
その他 0.5％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 2.5％

７. 税効果会計に関する注記
(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（注）税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

（※）税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異がある
ときの、当該差異の原因となった主要な項目別の内訳
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当事業年度
（自　2022年12月１日

至　2023年11月30日）

お掃除代行・お料理代行 1,499,950

その他 47,930

顧客との契約から生じる収益 1,547,881

その他の収益 －

外部顧客への売上高 1,547,881

８. 収益認識に関する注記
(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記「(2) 収益及び費用の計上基準」に
記載のとおりであります。

９. １株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 126円71銭
１株当たり当期純利益 11円14銭
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